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学位論文の内容の要旨 
報 告 番 号 甲第 2980号 氏  名 宮本 昇 
 論文題名 
A cancer-stem cell specific antigen, ASB4, as a unique target for effective CTL 
immunotherapy of colorectal cancer 









 研究方法   
  我々はまず、ヒト大腸がん SW480細胞株から side population法を用いて、がん幹細
胞分画より SW480-SP 細胞株、非がん幹細胞分画から SW480-MP 細胞株を樹立した。
SW480-SPは、SW480-MPと比較して、高い腫瘍形成能を示すことに加え、優位な sphere
形成能を持つことなどから、がん幹細胞としての性質を有していると考えられた。続いて










ドを用いて HLA-A24 陽性の大腸がん患者および正常人の末梢血 PBMC を刺激したとこ
ろ、両者においてテトラマー陽性 CTLが誘導でき、誘導した CTLよりクローンの樹立に
成功した。CTL クローンは SW480-SP を特異的に認識し傷害するが、非がん幹細胞成分







  我々は、大腸がん幹細胞特異的ナチュラル抗原ペプチド IV9とそのペプチドをコード
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A cancer-stem cell specific antigen, ASB4, as a unique target for effective 
CTL immunotherapy of colorectal cancer 
（大腸がん幹細胞特異抗原 ASB4を標的とした新規 CTL免疫療法） 
結果の要旨 
 本研究では、大腸がん細胞株 SW480 より、がん幹細胞株、非がん幹細胞株を樹立し、両者の
網羅的な HLA リガンドーム解析を行うことにより、がん幹細胞株にのみ提示される IV9 ペプチ
ドを同定した。IV9 をコードする遺伝子 ASB4 は、複数の大腸がん細胞株のがん幹細胞成分にも
高発現していることが確認でき、大腸がん組織においても発現を確認した。IV9ペプチドを用い
た実験により、特異的 CTLの誘導が可能であり、CTLは in vivo、in vitroにおいて鮮明な抗腫
瘍効果を示した。これらの研究成果は、新規がん幹細胞ペプチドワクチンの臨床応用に繋がる
知見であり、博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員から評価をいただいた。 
 
 
